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参考資料 
●「川崎市気候変動適応策基本方針（案）」に対する市民意見を踏まえた修正内容について

修   正   後 修   正   前 

本編

１ページ

第１章１（１）背景・４行目

「・・・第５次評価報告書でも指摘されており、気温

上昇を抑えるため、地球温暖化の原因と考えられてい

る温室効果ガスの排出抑制等を行う「緩和策」の取組

だけでなく、既に現れている影響や中長期的に避けら

れない影響に対して「適応策」の取組を進めることが

求められてきています。」

本編

１ページ

第１章１（１）背景・４行目

「・・・第５次評価報告書でも指摘されており、地球

温暖化の原因と考えられている温室効果ガスの排出抑

制等を行う「緩和策」の取組だけでなく、既に現れて

いる影響や中長期的に避けられない影響に対して「適

応策」の取組を進めることが求められてきています。」

概要版

１ページ

Ⅰ背景と策定の趣旨・囲み内の１行目

「地球温暖化対策は、世界共通の課題です。今後、温

暖化の程度が増大すると、気候変動により自然及び人

間社会に深刻で広範囲にわたる影響が生じる可能性が

高まるとされています。気温上昇を抑えるために温室

効果ガスの排出抑制等を行う「緩和策」とともに、既

に現れている影響や中長期的に避けられない影響に対

して「適応策」の取組が必要となっています。」

概要版

１ページ

Ⅰ１背景と策定の趣旨・１行目

「地球温暖化対策は、温室効果ガスの排出抑制等を行

う「緩和策」とともに、既に現れている影響や中長期

的に避けられない影響に対して「適応策」の取組が必

要となっている。」

本編

１ページ

第１章１（２）策定の趣旨・８行目

「方針は、「川崎市地球温暖化対策推進計画」に基づく

「緩和策」の着実な推進に加え、「国の適応計画」の内

容等を踏まえながら、本市の特性を考慮した気候変動

適応策を効果的かつ総合的に推進するため、本市の実

情・特性・・・に応じた適応の取組を検討するととも

に、現時点での気候変動適応策推進に向けた基本的な

考え方を明らかにするものです。」

本編

１ページ

第１章１（２）策定の趣旨・８行目

「方針は、「国の適応計画」の内容等を踏まえながら、

本市の特性を考慮した気候変動適応策を効果的かつ総

合的に推進するため、本市の実情・特性・・・に応じ

た適応の取組を検討するとともに、現時点での気候変

動適応策推進に向けた基本的な考え方を明らかにする

ものです。」
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修   正   後 修   正   前 

概要版

１ページ

Ⅰ１背景と策定の趣旨・６行目

「方針は、「緩和策」の着実な推進に加え、「国の適応

計画」の内容等を踏まえながら、本市の特性等を考慮

した気候変動適応策を効果的か総合的に推進するた

め、本市の実情や特性・・・に応じた適応の取組を検

討するとともに、現時点での適応策推進に向けた基本

的な考え方を明らかにするものである。」

概要版

１ページ

Ⅰ１背景と策定の趣旨・８行目

「方針は、「国の適応計画」の内容等を踏まえながら、

本市の特性等を考慮した気候変動適応策を効果的かつ

総合的に推進するため、本市の実情や特性・・・に応

じた適応の取組を検討するとともに、現時点での適応

策推進に向けた基本的な考え方を明らかにするもので

ある。」

本編

20ページ

本編

20ページ

本編

21ページ

２（２）本市が取り組む重要な分野・項目の取組方針

ア治水・水害対策

【影響等】の３行目

「今後予測される「短時間強雨」や「大雨の発生頻度」

の増加により、短時間に雨水が集中し排水しきれない

雨水排水施設の能力超過などによる浸水や河川の氾

濫、土砂災害などのリスクが、高まる可能性が考えら

れます。」

「主な取組状況」の表中、「○総合的な治水・浸水対策

の推進」の３行目

「・防災意識の向上（洪水ハザードマップ・土砂災害

ハザードマップの周知等）」

【取組方針】の「●国や流域自治体等と連携した取組

の推進」の１行目

「本市は、大河川である多摩川や鶴見川に挟まれた土

地であることから、国や流域自治体等と連携を図りな

がら、流域一体となった取組を引き続き推進していき

ます。また、土砂災害対策についても、神奈川県と連

携しながら土砂災害ハザードマップを活用した啓発等

の取組を推進していきます。」

本編

20ページ

本編

20ページ

本編

21ページ

２（２）本市が取り組む重要な分野・項目の取組方針

ア治水・水害対策

【影響等】の３行目

「今後予測される「短時間強雨」や「大雨の発生頻度」

の増加により、短時間に雨水が集中し排水しきれない

雨水排水施設の能力超過などによる浸水や河川の氾濫

などのリスクが、高まる可能性が考えられます。」

「主な取組状況」の表中「○総合的な治水・浸水対策

の推進」の３行目

「・防災意識の向上（洪水ハザードマップの周知）」

【取組方針】の「●国や流域自治体等と連携した取組

の推進」の１行目

「本市は、大河川である多摩川や鶴見川に挟まれた土

地であることから、国や流域自治体等と連携を図りな

がら、流域一体となった取組を引き続き推進していき

ます。」
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修   正   後 修   正   前 

概要版

２ページ

Ⅴ２（１）イ本市における気候変動適応策の重要な分

野・項目

（ア）「国の適応計画」が示す７分野のうち本市が取り

組む重要項目の表中、治水水害対策の取組理由の３

行目

「●今後、「短時間強雨」の増加が見込まれており、雨

水排水施設の能力超過等による浸水や河川の氾濫、土

砂災害などのリスクが高まると考えるため。」

概要版

２ページ

Ⅴ２（１）イ本市における気候変動適応策の重要な分

野・項目

（ア）「国の適応計画」が示す７分野のうち本市が取り

組む重要項目の表中、治水水害対策の取組理由の３

行目

「●今後、「短時間強雨」の増加が見込まれており、雨

水排水施設の能力超過等による浸水や河川の氾濫リス

クが高まると考えるため。」

概要版

２ページ

Ⅴ２（２）本市が取り組む重要な分野・項目の取組方

針

エ暑熱対策（ヒートアイランド対策含む）

【取組方針】の１行目

「・「緩和」と「適応」の両方に資するヒートアイラン

ド対策の取組推進（緑・水の確保など）」

概要版

２ページ

Ⅴ２（２）本市が取り組む重要な分野・項目の取組方

針

エ暑熱対策（ヒートアイランド対策含む）

【取組方針】の１行目

「・「緩和」と「適応」の両方に資するヒートアイラン

ド対策の取組推進」


